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1. 家族的企業における経営者と化学者
「この30年間に、我が社［ガイギー株式会社］が、彼の偉大な成果と堅実な働きに負うているも
の、さらに私にとっては、化学者としてだけではなく、人間としても、私にはとても到達しえなト
模範の人であったこの傑出した人物との日毎の親密なふれ合いが意味したものを、言葉でいいあら
わすことはできない。この全く偉大な人物への消えることのない感謝の念は、私の心の中に最后ま
で生き続げるであろう」（ヨハソ・ルドルフ・ガイギー・シュランベルジェ戸1996
年にスイス連邦共和国のバーゼル市では、当市最大手の化学会社チバCIBA と第二位のサン
ドSANDOZ 社が合併し、当国における最大手となり、世界の化学企業においても5 位以内に順位
づけられる巨大化学企業ノバルチスNOVARTIS ［新しい技術］社が出現した。
近代的大企業発展史は、殆んどの場合吸収合併の歴史であるが、化学工業企業におト てぱ特にこ
の指摘は正しい。即ちこの合併の折の一方の企業であったチバ社は、1970年にチバ社とガイギー社
とが合併して出現したチバ・ガイギー社そのものなのである。19
世紀80年代から第一次世界大戦終了期までの約30年間のガイギー社発展史の中で、当社取扱い
商品である染料剤の発明・開発に関して決定的役割を演じたのが、以下の翻訳でその研究能力の特
徴が明らかにされるトラウゴット・ザントマイヤーであった。では極めて個性的なこの人物の才能
を存分に開花させることができた主因は、どこにあったのだろうか。それはガイギー社の社風とも
いうべき家族的な経営そして当経営のもつ都市貴族的雰囲気であったということができよう 。20
世紀初頭すでにバーゼルの3 大化学企業の一つであったガイギー社の起源は、 アニリンを初め
とするタールを原料とした近代合成化学工業の発展期に遡ることができる。19世紀中葉にはイギリ
ス人W ・H ・パーキンの染料モーヴェイソ発明を皮切りに、アニリン系合成染料がフランスそして
ドイツにおいて相次いで発明され、さらにはドイツ人F ・A ・ケクレによる炭素構造の解明そして
290 経営 論集 第49号 （1999 年3 月）
芳香族性をもつ炭素6 員環のベンゼン環論により、古典的有機化学が確立される。これら二国での
近代的合成化学工業の発展は、スイスのバーゼルにも大きく影響してくる。ライン河を中心とする
地域に発達してきた木綿・絹織物工業のために、当市内では染色工業が発達してきたのであるが、
当工業の存在さらには硬直的とみなされたフランス特許権法- そこでは製品特許性が確立してい
たー を嫌悪した一部の発明企業者は、当時特許権法が存在しなかったスイス領に安住の地を求め
経営活動を続行していったのである(2)。
祖父ヨハソリレドルフ・ガイギーが始めた薬種品Drogen と化学製品Chemikalien 販売を家業と
する商家に生まれたカルル・ガイギー(1798-1861 年)(3)の活動期は、まさしく天然染料剤から合成
染料剤への移行期に重なり、その時期はまたスイスの産業革命期でもあった。スイス産業革命期に、
既存のギルド制度を批判しながら、機械を基盤とする新たな工業経済社会への移行を楽観的に主張
したのがバーゼル大学教授タリストフ 。ベルヌーリ(1761 －1842年) であったが、カルルは若いベ
ルヌーリが1806年に同市内で開いた私学塾ともいうべき「技術工学塾館JPhilotechnischeInstitut
に入門し、後に当共和国近代化に貢献した数多くの人物を輩出することになる当学塾の影響を終生
うけた実業家・政治家となっていった(4)。彼はまた1817 年から、当時の大実業家の多 くの子弟が
行っていた様に、外国旅行に出立して見聞を広め、実務活動に習熟していった。
「ヨハンリレドルフ・ガイギー社」の実権を握っていったカルル・ガイギーは、その取り扱い商
品を利益の多い天然染料原材料に次第に移していった。前述したライン河地域での繊維工業発達に
よる染料剤需要の上昇が、この集中化を促していった。こうして家業の振興に努める一方、彼は近
代化が進行していたバーゼルの市政と各種公共機関設立にも与っていく。当時のバーゼルでは大実
業家と知識階層間での婚姻は普通であり、このような血縁関係を中心として市政並びに文化活動を
担う所謂都市貴族StadtHerren が存続していた。名望家としてのガイギー家も当支配者層の一翼を
担い、カルルもまた有力な絹リボン業者のプライスヴェルク家のゾフィー、彼女の死後には同工業
の有力者の娘ズゼッテ・ブクストルフと結婚している(5)。
カルル・ガイギーの長男であったヨハンリレドルフ・ガイギー・メリアソ(1830 －1917年) の活
動でも、都市貴族の備えた特徴が明らかにみられる。バ■ゼルの大実業家メリアソ家の娘マリーと
結婚した彼は二人の男子ガイギー・シュランベルジェとガイギー・ハーゲンバッハを含む4 人の子
供に恵まれたのであるが、男子二人は充分に家業を全うしていった。1850
年代から1880年代にわたりガイギー家の実質的家長となったガイギー・メリアソはアニリン
製造・販売のためにJ ・J ・ミューラー・パック社と提携し、後者が硝酸廃液汚染による公害問題
の発生と係争の中で衰退するや、当社の設備を買取り、自らがアみリソ製造を行なうようになる。
勿論1860年代でも天然染料剤需要が途絶えることはなかったが、すでに低価格と品質安定性で優れ
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ている合成染料製造・販売に目を移していったことは当然であっだ6）。1869年にガイギ ー・メリアy
は合成アニリン製造のため合資会社KollektivgesellschaftをF ・コルヌづ1841 －1920 年）とA ・
ミリュウス（1873－1931年）とで設立する。ガイギー家外からの後二者の社員は専ら製造技術部を
担当した。1870年代にガイギー合資会社は技術革新の結果である染料剤種類さらには売上高の増加
により、バーゼルのみならずスイス国内においても大手企業として成長していた。1873年のヴィー
ソ万国博覧会においても当社製品は高く評価された。こうした中でP ーゼンタール（クラインバー
ゼル）にある当社の従業員数も、1871年に66（抽出作業員54）人1877年に70人そして翌年には80人
と増加していった(7）。しかしながらガイギー・メリアソも当社社風となった家族的経営の姿勢一
経営最高責任者を家父長とみなし他の従業員を当家族経営の下位構成員とみなす組織体- をとり
続ける。それは当市内で漸く発展してきたビソドシュドラ・ブッシュ（1883 年出現のチバ社の前
身）社やサンド社（1886年設立）とは確然と異なっていた。勿論彼自身は企業と経営の近代化が進
行する中で、その姿勢の限界を感得していた。しかしながら官僚制的な業務指示書と利潤追求のみ
を前面におくような近代的経営に彼は到底なじめなかった。即ち当社内では「純粋に資本主義的関
係と組織には、決して訴えてはならず、いつもあれやこれやの、昔からの家父長的振舞とやり方で
共同して決めていこう」という信念をもつ当社主が堅持した社風は、1901年に当社が株式会社に改
組された折にも存続していたのである(8)。1891
年にガイギー・メリアソは公務多忙一 彼はバ―ゼル商業銀行の社員となりまたスイス連邦
共和国国民議会議員としては諸外国との通商協定締結交渉、銀行券発行そして当国アルコール専売
制導入に関わったー を理由に実務を離れ、その大部分は二人の息子と1883年に入社のカルル・ケ
フラソ・イセリソに委託された。この結果購買、販売両部と財務部を統括する商務部はケフラソ・
イセリソとガイギー・ハーゲソバッハが、技術・科学部は、バーゼル大学で化学を専攻したガイギー
・シュランベルジェ、コルヌそしてミリュウス、後にはザソドマイヤーが管理することになった(9)。
チューリッヒの連邦工科大学の化学講義助手としてザントマイヤーは、いくつかの発明開発によ
り化学工業界で注目されていたのであるが、1888年にガイギー社に参加した彼の企業内化学者とし
ての業績の一つに、エリオグロシソ染料剤群の発明と工業化があった。当染料剤は、羊毛と絹織物
染色について、既存の染料剤に比べて予想外の高品質をもつことが明らかとなり、世紀転換期の当
社経営業績を向上させることになった。エリオグロシン派生の9 染料剤は、ドイツを含む中央ヨー
ロッパそしてスカソディナヴィア諸国でも好評を博した。彼は19世紀末に当社の有力販売代理商と
なるドイツ人F ・ウィルとの談話から暗示をうけ、これらの高利益商品開発に成功した。「あなた
は近いうちに、しかも私からしばしば売行商品動向について聞くことになるでしょう。」 ウィルは
ザンド々イヤーの企業内化学者としての所謂マーケッテング感覚を称賛していたのである。また
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1904 年から1906 年にかけて、彼はハソス・ハーゲンバッハとアルフレード・コソツェティとの共同
研究の中からクロ ム染料剤群を発 明・開発し、これは世界の羊毛染色工業に大 きく貢献した。例え
ばエリオクロムブラックT の登場 により、同染料剤製造の大 手であ った エル バ ーフ ェルト（ド イ
ツ）のF ・バイエル社は、同商品 の価格下落を恐れて、ガイギー社と価格協定 交渉に乗 り出した程
である几 合成染料剤発明そして工業化におけ るザントマイ ヤーの着実な成果 は、1901 年に当社 が
株式会社に改組される当り大きく報いられるのである。1901
年元旦にガイギー合資会社は社名を変更することなく株式 会社に 改組 された。 株式資 本は400
万フラン（無記名株4000 ）その75 ％は即時払込 みされ、残余は1912 年までに払込まれた。当社監査
役会は当社会長に就任したガイギ ー・メリアソ、そして総務・商業部を担当す るケフ ラソ・イセリン、
ガイギー 。バーゲソバッハ、または技術・科学部担当のガイギ ー・シュランベルジェとザ ント マイ
ヤーさらに法務担当 のアルフレード・ヴィーラソトの6 人から構成された。最初 の株主総会と監査
役会は同年4 月12 日に会長宅で開かれたが、 出席したのは上記6 監査役員・株主のみであった几
ザ ントマイヤーのガイギ ー株式会社監査役員就任は、アゾ染料剤群の発明・開発についての彼の
業績に対する論功行賞 であった。 さらに彼 は、穏和な性格を社業と趣味において現わしていたガイ
ギー・シュランベルジェと極めて親し く、 他人から眺めればたとえザントマイ ヤーがガイギー家 の
一員でなかろうと、優にそれに価す る人物 とみなされたのである。こうして当社は彼に、全く自由
な研究実験活動を許容したのであり、彼は羊毛 染料剤の工業化に専念し、次第に必要性を増してき
た木綿並びに合成繊維用染料開発については関心 が薄く、これが他社に比べて後者の領域で当社が
遅れをとる一因となってい った。 こうした家族的企業経営の中での特徴ある化学研究者の存在は、1910
年代から1930 年代当初にかけての、当社化学研究体制の特徴を明らかにして い る。「染 料剤領
域の研究におけ る作業は、後代に比べてはるかに大きく、当人の判断力と力能 とにまかされて、予
め決められ確定された企画に沿 って行われるものは殆どなかった」(12）。1925
年からガイギー社監査役会長に就任す るガイギー・ツ ユランベジェも当社 経営組 織特に 労使
関係を、彼の父親同様に家族的枠組において理解していた。1905 年時点のバーゼル市において当社
福祉厚生環境は第一位にあると判断した調査員は 「この工場ぱ “彼［社主 ］ の”労働 者に対 する
“家父長的配慮”の先頭に立 っている。 また当工場の“賃銀規定書”では労働者 の幹部に、特別優
遇措置がとられているのだ」、さらに当社 の10 種類の福祉厚生制度を紹介しな がら 調査員 は 「贈 り
物、贈り物そして贈 り物、何とい う感動的善行か。 こうして実験的社会民主制 が到来するのか。し
かも当社は、はっきりとこうした行為ぱ 全 くの自由意志”に基づき、彼により中止されることも
あ りうると強調している」（13）。労働運動家から手厳しく批判された当社の家族経営的社風には、ザン
トマイヤーも無縁ではなかった。1919 年に彼が当社を去るに当たり、彼は稼得した資産の大部分を
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当社年金基金に寄贈している(14)。
しかしながら没個性を特徴とする共同研究体制そして家族主義的経営から官僚制的企業経営への
移行は、勿論ガイギー社らしい速度により、化学工業界内外の変化する状況の中で行われていった1930
年にボウル・ロイガー博土が当社の研究所所長に就任するや、この傾向は決定的となる。1935
年から当社は再び染料剤開発に重心を移していったが、そこではザンドマイヤー時代にみられたよ
うな個人的研究体制はなくなり共同研究体制がとられたのである。「今日我々は最早や牧歌的な発
明frisch-frohlichenErfindensの時代に生きているのではない。今日では発明的精神の大胆な想像
力は、既存の高度な技術的素質をもつ多くの人により、以前に比べてすばやく阻止されてしまう。
我々全ては、より高度な個人的精力を消耗させる量的前進のこの研究方法に慣れて行かねばならな
いのだ。そして我々が扱う領域では、自由かづ 工場に縛られない" 発明者が段々に死に絶えていく
のは決して偶然ではないのだ」已 明らかにザントマイヤーの様な独学・独創的発想をもって化学
研究に取組む人の存在を許す、個人的信頼関係に基礎をおく研究体制そして家族的企業経営の時期
は去っていった。そして新しい研究環境を利用しながら、当社内ではポール・ミューラー博士を先
頭にして害虫駆除剤の発明開発が遂行され、当社名を世界的なものにする殺虫剤DDT が登場して
くるのである。
なお以下の翻訳ではM ・フィッヤーによるト｀イツ語原本を使ったが、そのフランス語版をも参照
した。この翻訳を公表するに際し、日本では修士論文に相当するLizentiatarbeitの利用を快諾して
下さったベルン在住のアンドレア・ローゼンブッシュさんと有機化学の門外漢である訳者のために
翻訳原稿を検討して下さった東洋大学工学部応用化学科吉田泰彦教授に深謝の意を表したい。不備
の点はあくまでも訳者の責任なのは当然である。
2 ．翻訳
トラウゴット・ザントマイヤー：化学と技術の開拓者1854 －1922年
第1 節
他の若干の工業と同じく、化学工業はその研究者の研究成果により存続している。工場が稼働し、
販売者は商品を提供し、消費者に必要なものを与えるのは、研究者の知識、彼の豊かな考え、彼の
科学的想像力の究極の目的なのである。これら研究者の資質こそ、彼が勤めをはたしている工業企
業の運命を大きく左右することになるのである。
バーゼル市にあり、今日J ・R ・ガイギー株式会社を名乗る化学企業は、19世紀末から20世紀初
頭の弊社の発展において、天才的化学者トラウゴット・ザントマイヤーが最も重要な研究者であっ
たことを知悉している。1758年に化学薬品と薬種品の商社として発足した弊社は、」859年にはヨー
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p ツパ大陸最初の企業の一つとして、繊維用合成染料分野で操業しえたのであるが、彼め協力に
よってこそ世界的名声をかちえたのである。初め天然抽出染料の製造・精製を行なっていたこの中
規模企業は、染料部門の世界的な外国企業と堂々と競争し、その経営規模にはふさわしくない程の
名声を博すまでになっていた。ザントマイヤーの研究業績により、染料化学がもたらした堅実な経
済的基盤にたって、この企業は今世紀30年代には他の分野にまでその活動を拡げることができた。
この時期に害虫駆除剤部が設置され、殺虫剤DDT （1）はまたたく間に全世界で有名になったノ少し
後には医薬品部も創設され、これも数年たらずで医療界と科学界とで名声をかちえていったのであ
る。こうして、害虫駆除と医薬品分野の研究実験装置用の最初の建物を、ザントマイヤーを記念し
て、弊社の従業員がおのずから『ザントマイヤー館』［1941年建設］と名づけたことも決して偶然で
はないのである。
このように、たぐいまれなこの人物をめぐる思い出は、化学界のみならず彼が生涯の最良の年月
を過ごした弊社の中でもなお生ぎているのである。そして彼の業績について、ここに想いを新たに
するにあたり、ガイギー社は敬意のみならず感謝の念をも新たにするのである。
第n 節
かなり多くの偉大な研究者、芸術家、政治家あるいは医者の生涯でもみられるように、ザントマイ
ヤーの幼少期の経歴は決して明確といえるものではない。化学者としての彼個有の才能は、初めは
独りでに、しかもしかるべき教育の助けを借りることなく、開花するのであった。ザントマイヤーは
独学者であったのだ。理学並びに工学の、彼の二つの博士号は、老熟した人への名誉として与えられ
た。たしかに、科学者としての彼の偉大さの何ほどかは、彼が問題を独学的に扱ったことにあるの
だ。正規、伝統的かつ学術的な道を彼ぱとらず、既存の道もとらず、それ以外をなしうる道を、突
然解決への短道を示す脇道を進むのだった。彼の化学的発明の全ては、この意外性に特徴づけられ、
これは伝統的に教育された化学者にぱ考え及ばぬことであった。彼の化学的業績は、これまで看の
がされてきた可能性を巧みに利用することであった。さらに彼が工業研究者として畏敬されたのは、
その技術者らしいやり方であった、若干の器具は自分で整えていた、質素な受験室内での内気なこ
の人物の独りの仕事の特徴は、実験材料についてのその法外な集中力であり、これは全ての作業班
の集中力に匹敵するものであった。この人には、極めてよく組織された研究計画さえ及びもつかぬ
様な、仕事についての直観力があった。彼はかなり遅れているなと考えられていても、突然彼は目
的に達し、全てが閉塞的にみえる折にも、彼はいわば隠し戸を通じて入口を見つけたのであった。
さらにその仕事での経済性にも驚かされた。彼はしばしば、僅かな実験を伴う最初の準備におい
て、たちまち目的を達成したのだ。彼はまた予め考えだした計画に沿って、実験材料を反応させよ
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うとした。勿論所期の反応が起こらないこともある。この予想外の反応を今や新たな、問題解決の
鍵として認識し、それを因果関係において把握し、伺時にそれが様夕な条件のもとで起こってくる
可能性をも予め理解しておくことー ここに彼の天才性があったのだ。このようなやり方で、まさ
しく彼の最も独創的な、他人には伝えようがなくみえた発明が行われたのである。この驚くべき観
察力と思考力とは、実験材料の利用に唖然とするような節約をもたらした。1919年に彼が引退する
まで使っていたガイギー社内の小さな実験室は極めて質素であうた。僅か半ダースの、しかも修理
ずみの試験管、蒸発皿さらにはガラスフラスコしかなく、これらの管理さえ、彼は実験助手にまか
せなかった。かつての機械工である彼は、家にある作業室で必要な器材を作製し( さらに精密機械
いじりは、彼が勤務から引退しチューリッヒ湖畔の家にこもってからのお気に入りの仕事であっ
た) またすぐれたガラス吹き工でもあったので、彼ぱ自分で新らしいガラス器具を作ったのであっ
た。ザントマイヤーは、その生い立ちを自から次のように記している。 し
『私は1854年9 月15 日にヴェチソゲソの師範学校住宅で、7 人の子供の末子として生まれた。
アールガウ州ゼーイソゲソ出身の私の父メルヒオール・ザントマイヤーは、ここの自然科学と農学
の教師として勤めていた。残念なことに彼は、私か生まれた翌日に僅か41才で死亡した。これは家
族にとっても、彼の理想実現にとっても余りにも早かった。彼は国民学校教育と著作活動とにより、
アールガウ州農民の職業的向上を考えていたのであった。マルチン生まれの私の母マルガレータ・
カロリーナは結婚前の3 ヶ年、すでにゾフィソゲソ高等女子学校の教師であったが、夫の死後は彼
女の生まれた都市アーラウの女子学校に招かれ5 －6 年生を受けもつため、そこに子供達と移って
いった。私はここの公立小学校に通った。そして父の蔵書の科学の本を読んでいたために、早くか
ら私は物理学の器具に興味をもち、それの扱いにとてもひかれ、ついには州立中学に入るよりも精
密機械業の職につこうと決心したのである。
チューリッヒはJ ・H ・マイヤーさんの精密・光学機器製作所で、3 ヶ年の徒弟期間とさらに1
年の勤めを果したのであったが、思わしくない健康のため、私は一時働くことを止めざるをえな
かった。その時分に母は教師から年金生活者となり、私の一番下の姉と一緒に、同じくチューリッ
ヒに家を構えたので、私は家に実験室を造ることができた。器具類を連邦工科大学(2)の分析と化学
技術実験室に届けていたことから、当時のそこの教授達、殊にヴィクしレ・マイヤー教授と知り合
いになった。こうして1882年の終り頃、上彼の助けによカスイス学務局が新設した常勤の講義助手の
職に、私はつくことができた。この職につくことで、私は無機化学と有機化学の基礎知識を習得す
る機会のみならず、さらに自分の研究論文を仕上げる機会さえもつことになった。これはドイツ化
学協会の雑誌に発表され、私の名前も知られていったのである。 … …1885
年の許された休暇の間、私はヴィしクトル・マイヤゞ教授のたっての願いにより、彼が招かれ
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ていったゲッチングン大学の夏季学期のために同道した。ここから戻った後も3 ヶ年は、彼の後任A
・--ヽソチ教授のもとにとどまっていた。
私はタール染料の3 会社から誘われたが、1888年に漸く私はバーゼルのJ ・R ・ガイギー社を選
ぶごとにし、そして化学技術界に移りたいとの心に秘めた望みを追求しようとしたのである。
私の大胆な行動は、私か特許権を取得した一連の発明により、正しかったことが明らかとなり、
さらに1892年には一年前に母が死亡し七いたこともあり、家を構えることにした。そしてメソネド
ルフ出身の私の義理の姪ミーナ・ビレッタと結婚した。彼女ぱ献身的で絶えず私の健康を気づかう
妻となっていった。そして我々には子供が恵まれなかったためか、やがて彼女は我々の甥と姪とを
いつくしんでくれたのである。1891
年に、ヴィクトル・マイヤー教授が当時招かれ教えていたハイデルベルグのルペルト・カ
ローラ大学理学部は、私の有機化学分野での功績を多として、私に名誉哲学博士号を与えてくれた。
この予期せぬ栄誉は、母が存命中だったために、後にも与えられる全ての栄誉に比べてとてもうれ
しいものであった。1901
年元旦にJ ・R ・ガイギー合資会社が株式会社に改組される際に、丁度新たな合成インジ
ゴ(3)製造法を発明したことのためか、私はここの監査役員に任命される名誉に与った。そこには1919
年に定年退職するまでとどまっていたのである。老らくの日を近親のそばで過ごすべく、私は妻と
ともにバーゼルからツォリコソに移った。森の傍らの日当りのいし 丘に家をたてたのである』。
内気な人となりが明らかにわかるこの履歴で語られていないこと、それは科学者としてのザント
マイヤーの占めたー すでに今日でも依然として世界中の実験室で行われているザントマイヤー反
応の発明者であることはおいても一 重要な地位である。さらに彼がガイギー社のために偉大な貢
献をしたことにも沈黙している。明らかに、全研究員の仕事を指揮する研究指導者としても、監査
役員としての彼の立場についても言及されてはいない。彼独自の仕事を別にしても、ザントマイ
ヤーは組織造りの人ではなく、彼にまかされた科学的問題解決以外のことに与かろうとの野心ぱも
たず、影響力、金銭或いは権力にも全く執着しなかった。工場の製造部の中でも、彼は目だとうと
はせず、前かがみで歩き、仕事が大きくはかどっても寡黙であったが、これがまた彼の大きな魅力
であった。命令することも、怒ることもなく、そして他人に対して遠慮がちだったとしても、彼は
決して無関心かつ冷淡だったのではない。彼の中で最も目だったのは、大きな額と眼嵩深く小さな
黒目をもつ印象的な頭であった。
第Ⅲ節
トラヴゴット・ザントマイヤーの科学的業績は、かつての同僚だったハソス・ハーゲソバッハと
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アルフレード・コソツェティにより収録され後代に伝えられてい る(4)。
彼の時代の画期的な、ベンゼンの一 不純物であ るチオフェソ5)の発見ぱ、当時連 邦 工科 大学 教授
であったヴィブ トル・マイヤーか チオフ ェン類についての著書でのべている様に、その初めはザン
トマイ ヤーに負ってい る。それは劇的に出現した。 ザy ドマイ ヤ ーが連邦工科 大 学 の講義 助手で
あ った時分に、ヴィクトル・マイヤーはベ ンゼソ6)誘導体の最初の講義(1882 年) の際、ベ ンゼンを
使 った周知のイソドフェニソ(7)反応を紹介しようとした。彼は石灰添加の安息香酸 の蒸留 から得 た
ベ ンゼンを使ったのである。しかしながら予想された青色は発現しなかった。当惑した教授にこの
助手は、棚のフラスコから僅かなベンゼ ンを手渡した。そしてー いつもの様にー イン下フェニ
ンの青色が現れたのである。くだんのベンゼンを使った講義直前の実験にも成功していた こと、サ
ンドマイヤーはすぐさまこれを思し 出していた。彼はこのベンゼンに何かが含まれてい ると想定し
た。そ れの解明は早かった。エチレン或いは アセチレン(8)を、沸騰七だ硫黄を通して得られるこのチ
オフェンの合成法は、こうしてヴィクトル・マイ ヤーとザントマイヤーとにより、共同で公表 され
たのである。
芳香族化学分野で、このチ ューリッヒの助手ぱ1884 年に、彼の名 がつけ られかつ 発明者が大変有
名となる、新たな化学反応を提示して科学界を驚かせた。これがザンドマイェヤー反応で、塩素、臭素、
シアンそしてニトロ基によりアミ下[ アミノ] 基(9)を置換する方法であった。周知 の様に こ の反 応
は、 ジア ゾ化合物と銅(1) 塩を窒素発生下で新たな有機物質に変質 させるのである 。 これ は化学的
並びに工業的にも重要となっていった。1884 年から1886 年までに公表された著作は、次亜塩素酸の
アルキル化と炭素誘導体に関して、 この独学者が実験技術を完全に会得していたことを示している。J
・R ・ガイギ ー社に入社した1888 年には、ザントマイヤーが新染料のために考 案しかつ また製
造した一連の合成中間製品が出現した。しかもなおチューリッヒ時代に乱 彼は工業研究者として
殊にすぐれた製品を生みだしたのである。弊社は彼を1888 年冬に一 当時出現 してきたプ リム
リソ(10)の調査 のためにチューリッヒに派遣した。僅かな期間中にザントマイ ヤーは独創的分 解反応
によりこの黄色染料の構造を明らかにしたのである。 これに よりガイギー社は、なお特許化されて
いないこの独特 の染料を直ちに製造できることになったのである。
工業的に重要な成果を もたら七だザソドマイ ヤーり 最初り 中 間製品に テト ラメチ ル ジーア ミド[
アミノ] ジフェニルメタソーo－スルホン。酸(。11)があ る。
?
?
?
?
?
? X万
古-CH
ベ 亘＞
??
??
?
??
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20年後には、当時なお知られていなかったp －クロpr メヂルーO－クレ ソチン 酸(12)を製 造す ること
により、非対称のヅ プ エニルメダソ誘導体合成が行われるのである。反応性 ホル ムアルデヒドは、
アソヒドロホル ムアニサ ソ形態のアニリンから、モノメチルアニリソを合成す る際に使われる。同
様な原 理により、モノメチルトルイジソと対称モノメヂルフェニルヒド ラジソが合成された。当該
特許権は染料企業ヘキスト社、以前 のルシヴス・ブリューニング社に譲られた のであった。
ホル ムアルデヒドと並んで硫黄は、ザ ントマイヤーお気に入りの試薬であった。 アルカリ条件下
の硫化物をp －ニトロトルエンに作用させ ることにより、ザ-y トマイヤーはp －アミツ ベソズアルデ
ヒドと核置換のp ⊥アミノベソズアルデヒドの巧 みな合成 法を開 発した。1896 年 に ガイ ギ ー社は
ー ザントマイヤーの輝かしい発明である一 高圧釜内の亜硫酸とO －クロロベ ンズ アルデヒイ の
反応からベンズアルデヒド一〇－スルホン酸(13)を製造する特許権を取得する(14)。 芳香族化 合物 が塩 素
に隣接するニトロ基と化合する場合に、塩 素原子がスルホシ基と置換可能な ことは周知 の事であっ
た。 この知識を極めて貴重なアルデヒド(15)化合物にまで拡大しえたことは、ザ ントマイ ヤーの功績
であった。これは染料合成に重大な意義を もったのである。さらに塩素は、 オルト位のニトロ基の
みならずアルデヒド基を も不安定とすること、七 かもこめ反応はパラ位ニト ロ基に も当ではまるこ
とを証明したのも彼の功績であった。他のすばらしい功績は、周知の ライマこ法 に よりながら、タ
ロP3 ホル ムと苛性ソーダを用いてナフト ールスルホン酸(16)からオキシナフトル アルデヒド スル ホソ
酸を合成したことである。 犬 犬 ト
しかしながら最も独創的かつ 重要な アルデヒド合成法ぱ、ザントマイ ヤーが ヒドロキシルアミン
芳香族スルホン酸を用いて成功した ものであるということがで き よ ‰ そ れ は ライ ン河畔ビ ーブ
リッヒのカレー社の特許権に よった。そ れに よれば、ホルムアルデヒドがフェニルヒドロキシル(17)
アミンに反応し、生成したパ ラーヒドロキシルアミソペソジルアルコールが置換 され てp －アミノ
ペソジノレアルデヒイ が製造されるのであった。サンドマイ ヤーはカレー社製法では一核を置換した
のに代わって、二核置換を考案した のであ る。彼はアミソ、特にパラ位に置換基のない アミンの塩
酸塩水溶液を使い、 ホル ムアルデヒ下 とパラ位のフェニルヒドロキシルアミュソスルホソ酸を反応さ
せた。 これにより少なくともパラ位でのホルムアルデヒドの干渉はさけ られたレ こ うしてヒドロキ
シルア ミンスルホン酸を得 るために、彼は塩化アンモニウムと亜鉛末とを添加し て メタ ニート ロベ
ンゼソスルホソ酸やパラーニトロトルエソスルホソ酸を還元した。 さてホルムアルデヒドは、一方
ではアミソに対してパラ位で反応し、しかも同時にヒドロキシルアミン基に も作用する。脱水によ
り、縮合反応が生じ、アミンとアミド[ アミノ] スルホン酸から由来する、アルデヒド｀の脱水化合
物が生成され、アミド[ アミノ] メルホン酸は使用されたフェニル 玲ドロキシルア ミソスルホソ酸
に相応した。ザントマイ ヤーは興味深い この経過を次の様に表示した。
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ベソジリデソ基の加水分解により、例えばアルカリ条件下での沸騰により、アルデヒドが生成さ
れるのである。
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ザントマイヤーのさらに技術的に輝かしい業績は、次の様な考えから由来した。即ち鉄触媒によ
り、アゾペソゼソ或いはp －ニトロトルエンスルホン酸の簡単な還元を行ない、ヒドロキシルアミ
ンスルホン酸を生成する。これにより、一回の工程で、ベソジリデソ化合物製造が行なわれたので
ある。ザソドプイヤーのこのよう な独創的方法で製造された大量のアルデヒド｀は、大きな工業的重
要性をもたらしたのである。
第Ⅳ節
しかしながら最も明らかなことは、タール染料分野でのザントマイヤーの天才的素質であった。
ここでもまた創作者としての彼の名前は、ガイギー社が表立ったために背後におかれているとはい
え、この領域での彼の科学的業績は成功につぐ成功であった。ここではその最も重要なもののみを
たどろう。
アゾ染料(18)領域での彼の最も重要な発明は、1.2-並びに2.1－アミノナフドールの直接ジアゾ化と
それらのスルホン化、そしてそれらと様々なアソ化合物とのカップリングで(19)であった。ジアゾ化
は亜硝酸を使い、無機酸なしに銅塩存在下で行われたのである。αニナフトールと カップリングに
より、クロム媒染(20)用染料が得られたが、これは羊毛用堅牢染料として直ちに重要となっていった。
サンド々イヤーの協力者ハソス・ハーゲンバックは、幸いにもこの新研究領域を拡大しえた。ここ
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で彼は、ザントマイヤーのジアゾ化合物1.2－ジアソナフトールー4－スルホン酸のニトロ置換を行な
い、ナフトールにニトロ基を化合させた。この研究から重要なエリオクロムブルーブラックとエリ
オクロムブラックが合成され、これらは直ちにに弊社の工業製品を拡げたのである。
当時重要な染料だったオーラミソ21)は、ミヒラユケトソをカーロとケルンの方法により合成して
いたが、ザントマイヤーは貴重で新しい合成法を考案した。これこそ、この発明者の応用の才、科
学的合成の才さらには技術経済的才を如実に示した実例となったのである。ケトソの代りにザント
マイヤーはテトラメチルジアミノジフェニルメタンを使い、稀釈のために塩化ナトリウムを用い、
それを硫黄と塩化アンモニウムと一緒に加熱したのである。今日ではオーラミンは、殆んどこのザ
ントマイヤー法により合成されている。
トリフェニル並びにジフェニル ナーツチルメタソ染料、即ち絹と羊毛用の美麗染料領域でも、ザ
ントマイヤーは長い間精神的指導者であり√競争相手にとっても畏敬すべき発明者であった。この
染料に必要であった多くの中間製品乱 彼自身が考案したのである。マラカイトグリーン群につい
ても、彼はH ・シュミットの協力を得て、O －クロロペンズアルデヒドから深青色染料を合成した。
これは堅牢性でマラカイトグリーンとブ リリアントグリーンを凌いだ。これらはゼトグロシソとゼ
トシアニンの商品名で販売されたのである。
既存め製造法とは異なり、全面的に湿式で行われたロ―ズアニナソ群の一つの合成法は、彼の注
目すべきヘルヴェチア（スイス旧国名）ブルーの製造であった。この独創的製造法は、ジフェニル
ジアミノージフェニルメタソのジスルホソ酸と他のジフェニルアミノスルホソ酸分子との鎖式結合
であり反応は酸化剤添加により行われた。ザソドマ不ヤーの製法でぱ、これまでのウォーターブ
ルーの色合を凌ぐ製品を生みだしたのである。ヴァイオレット酸染料には、グァイオレッド酸5B
とヴァイオレット酸6B とがある。彼により最初に製造されたテトラメチルジアミノ ジーフェニル
メタソスルホソ酸を用いて、ザントマイヤーはアルカリに強くかつ色調均質のエリオシアミソA を
合成したのである。 ト
ヘキストにあったマイスターリレシウス・ブリューニング社の新たな青色染料の特許権に刺激さ
れ、かつエリオシアミツA 合成時に得た知識によりながら、ザントマイヤーはオルト位のスルホン
基がこの染料めアルカリ堅牢度を決定するとの極めて重要な推論を行った。この推論の成果は、極
めて優れた堅牢性をもつ新しい青色トリフェ土ルノタソ染料群の製造であった。ゼトパリソ、エリ
オグロシソA 、同エクストラ、同X そして同じ＜スープラの名をもつ商品類は、今日でも全染色業
界で好評を博しているのである。
オーリソ［黄色染料］の領域でも√幸いにも彼はその工業的活動の初期に合成法を開発しえた。
年とともにトリフェニルメタン領域での置換の重要性が知られてくるにつれて、これから驚くべき
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成果がもたらされてくる。それはガイギー社のクロムヴァイオレット、当時の羊毛捺染の重要な染
色剤に関わっていた。これはサルチル酸或いはO －クレゾールとホルムアルデヒドを縮合させ、ジ
オキシジフェニル或いはジオキシジトリルづ タソジカルボソ酸を合成し、さらにサルチル酸分子
或いはO －クレゾールを添加し、同時に酸化により含ニトロ基の染料が合成されたのである。 この
発明により、注目すべきクロム媒染用トリフェニノレメタソ染料剤(22)領域は、まさしく開発されたの
である。ガイギー社の他の人々(アルフレード・コソツェティ) がこのカルボキシル染料剤で飛躍
的な成果を得た後に、ザントマイヤーは再び独特の発明活動に戻っていった。それはクロムヴァイ
オレット類似の媒染染料であり、捺染染料のみならず羊毛染色用のクロム媒染用染料剤として、そ
の鮮青色と堅牢性において重要となったのである。それらは、アズロエリオクロ ムB とシアニソエ
リオクロムR と同B の商品名で市場に提供されたのである。 △ ＼
ザントマイヤーの発明の中で、インジゴ(23)とイサチソ(24)合成法の場合ほど、有機合成におけ る彼
の偉大さを完全かつ特徴的に示したものはないだろう。この化合物の構造についてはすでに知られ
ており、様々な製造法が大々的に行なわれ成果をあげていた。弊社の要望に答えるべく、サンドマ
イヤーは、染料の中のかつての王であったこのインジゴ合成の新しい製造法の研究を行なった。実
際には2 ヶ月半で技術的に満足のゆく解決法を見出し、その天才的研究者の充分な直観力を示した
のである。彼特有の徹底さと公平さとで、ザントマイヤーはその発明の経過をありのままに公表し
た。殆んど全ての反応実験を、彼は試験管を用いて、通常それを大型化するために球形管の製作を
も行ないながら、或いは蒸発皿で研究し、そして目的を達成したのである。この合成法においてザ
ントマイヤーの喜んだことは、インジゴ分子合成を、一度も羅氏105度を越すことなしに行なった
ことであった。ザントマイヤー式によるインジゴ合成はその全き天才性にも拘らず、今日ではもは
や技術的重要性がなくなったにせよ、著名な専門家により、全染料剤領域での最重要な業績として
語られている。ではザントマイヤーは、彼のインドール、イサチソ基製造で化学界に何を明らかに
したのだろうか。
まずA ・W ・ホフマン法によりチオカルボアニリドが、定量的にアニリンと二硫化炭素から製造
された(i) 。
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長い間知られていたこの化合物は、酸化鉛或いは塩基性炭酸鉛により脱硫化され、同時に青酸が
添加され、そ れからヒドロシアンカルボジフェニルイミドが合成されたOO 。
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このイミドは、ポリ硫化アンモニウムとの反応により今やチオアミドを生成する（ll|)。
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十H.S 一
叫 レ ド ヤNH2
このチオアミドは、96％の硫酸と掃氏105度でたやすくa －イサチンアニリドに変化する特徴を
もっているのである（IV）。
IV
氷 から〈 回〉
この変化は同じく定量的に行なわれ、しかも合成最終段階（V ）で硫化水素による還元からイン
ジゴが期待通りに製造されたのである。
V
氷≫一肩>十H2S一＜＞ で⊃
彼はさらに研究することにより、硫化水素はV の反応においてa －チオイサチソを生成させるこ
とを明らかにした。この物質は極めて不安定で、苛性ソーダの存在によりたやすくインジゴと硫黄
に分解する。それは同じくイサチソヒドラゾソを生成したのである。硫酸溶液から直接に精製され
たチオイサチソ(25)はイソヂゴの大規模合成に特に適していることが明らかになった。 ’。
ガイギー社のダレンザハエ場(26)ではこの製造法により、1903年秋までに一日当り100キログラムの
インジゴを生産したが、これにより競争に充分に太刀打ちできるとの希望がもたれたのである。即
ちこの時期に、1900年当初にはバーデッシ・アニリン・ソーダ製造会社とヘキスト社も、新しい低
価格の合成法を開発し、ガイギー社製品は苦戦せざるをえなかったのであうた。さらに1903年には
火災によりグレソザハの設備の大部分が破壊されてしまう。ザントマイヤーがその合成法のために
費やした精力と能力からの満足は、彼のイサチソ化合物殊にa －イサチンアニリドが新たな建染染
料合成に用いられ、この領域での大きな技術的重要性を獲得した( 最初のものはチバ社(27)のG ・エ
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ソギによる）ことでも味わえたのである。さらに彼の実り豊かな研究活動一 彼は70件のドイツ特
許権を取得したー の終わりの1919年にサンドマイヤーはまたもやイサチソ合成の簡単な方法を発
見した。即ちアニV ンにクロラールとヒドロキシルアミンを添加し、こイソニトロツ ーアセトアニリ
ドを合成したのである。この反応は水溶液中で行われ、殆ど定量的にアミノベンゼソが製造された
のであった
○
第V 節
その抜群性と天才匪とから、ザントマイヤ 、ーの人となりを回顧しようとの全ての試みは、完全と
いうことにならないだろう。まさしく才能豊かなこの人物には、余人にはうかがい知れぬ沈黙した
分野をもっていたのである。科学的にみる限り、ザントマイヤーの名は、染料工業の古典派即ち
カーロ、ホーンそしてロバート・E ・シュミットらに連らねらるべきであろう。たとえザントマイ
ヤーが直観の人であり、その内気な性格故に新しい染色剤への企業者意欲に欠けていたにせよであ
る。重要なクロムヴァイオレットやヴェルドリソニリオクロム用基礎染色剤の若干の例を除き、ザ
ントマイヤーの工業的に重要となった業績の全ては、見事なほど既知の染料剤製造の短縮工程開発
にあったことは特記さるべきであろう。彼にはこれについての積極的構成意欲が欠けていたにせよ、
この欠点は中間製品と染料剤製造の新たな合成法考案の独創匪で、充分に報いられたのである。こ
うした発見からの数多 ＜の成果は、彼ではなく寧ろその競争者が引きだしたのだ。彼はa －イサチ
ンアニリドの最初の合成法開発者でありながらインジゴ以外のものに思い至らず、また同染料群の
新たな建染用染色剤を発見しなかったことは残念であった。
しかしながらこの限界は、決して彼の科学的独創匪を損なうものではなかったレ それは、自らが
運命づげられ、生得的な活動分野をもつ芸術家の報 界そのものなのであった。ここでこそ彼は活動
し、その力能を充分に発揮させたのである。
ガイギー社は従業者の中にこのような人物を擁したことを誇りとし感謝する。彼への想い出は生
き続けるだろう。- ・ ト
翻訳1 ．の注(1
）A.Burgin,GeschichtedesGeigy －Unternehmensvon1758bis1939 、EinBeitragzurBaslerUnternehmer
－undWirtschaftsgeschichte.Veroffentlichungzum200jahrigenBestehendesGeigy －Unternehmens.Basel1958.
スイ ス最大手の化学会社ノヴァルチス経営史 の研究におい ても、バーゼル大
学 の教授であ った ビ ュル ダンのこ の著書は依然 とし て 最高 の指 導書 であ る 。 以下 にお い てBurgin,GeschichtedesGeigy
と暑記。 し
（2）上野喬、『ミシェル・シュヴァリエ研究』、東京、1995 年、316-25 ．
（3）Biirgin,GeschichtedesGeigy,AuszugausdemStammbaumderFamilieGeigy 。
（4) 上野喬、「クリストフ 。ペル ヌーリの反ツンフト論－ スイス産業革命期 の『営業の自由』論- 」、東洋
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大学大学院紀要，第31 集1994 年，48 ．(5)Burgin
，op.cit.,57,,(6)Ibid.,74.104.108.117ff
。(7)Ibid
。188ff.AndreaRosenbusch,OrganisationundInnovation:DieEntwicklungderJ.R.GeigyA.G.1923
－1936.LizentiatarbeitderPhilosophischenFakultatlderUniversitatZurich,Zurich1995.13. 以下
においてRosenbusch ，Organisation と暑記。(8)BiJrgin,op.cit.,155.(9)Ibid.,221.Rosenbusch,Organisation,23
．(10)W.Heitz,ErinnerungenausdenJahren1890
－1930.Basel1938.35.40f.44L(lDBiJrgin,op.cit.
，222．(12)Ibid.,274.(13)Ibid.,174
。(14)H.E.Fierz,T.Sandmeyer.inJournalofSocietyofChemicalIndustry.Review.Vol.41(1922)187.(15)A.Rosenbusch,DasEndedes
。frisch－frohlichenErfindens":DieEntwicklungeinerneuenOrganisationsstrukturinderJ.R.GeigyA.G.1923
－1939.imT.Bussetetal,ChemieinderSchweiz,Basel1997.175f
。
翻訳2. の注(1)Dichlor-Dipheny
レTrichlorathan の頭文字をとった。1940年代から爆発的に使用された有機塩素系殺虫剤。(2)
連邦工科( チューリッヒ工科) 大学。1855 年設立のスイス第一の工学系大学。(3)CeH.,N^Oa
、天然 アイの成分 の一つ、青色建染染料。(4)H.Hagenbach,TraugottSandmeyersForschungundErfindungen,InHelveticaChimicaActa,6,1923.A.Conzetti,T.Sandmeyer,Chemikerzeitung,Nr.73.Cothen.1922
．(5)C4{
、S、溶媒、樹脂、染料そして医薬品の合成原料。(6)CsUs
、これの6 個の炭素骨格は芳香族化合物の基本となるベンゼン核である。(7)U
月江aN^S^ 、粉末状の青色色素。(8)
エチレン^2 ＝^2 、アセチレンHC ≡CH 。(9)
アンモニアNH, の水素をカル ボン酸から水酸 基を除いた残 基RCO で置換した もの。原文では アミドと
なっているがカッコ内に記した様にアミノ基である。以下でも同様である。(10)C
計乱N,NaO3S3 、直接染料剤。(11)
緑色ケイ光をもった黄色の液体。 オーラミンとトリフェニル メタン染料の中間製品。(12)o
－,p- ベンゼン核CsHe の位置異性を もつ環式化合物 異性体区 別法。 ベン ゼン核 の頂点を1 として時計(
右) 回りに数字番号をふり1.2 位をオルト(o) 、1.4 位をパラ(p) 、1.3 位をタタ(m) と名ずける。(13)C
月6O,S、様々なトリフェニルメタン系 色素の合成原料となる。(14)
ドイツ特許権である。(15)RCHO
；カルボユル基＞C ＝O に水素原子を少なくとも一つ( 〉CHO) もつ有機化合物。(16)
ナフタリン環に水酸基とスルホン基が置換した化合物、染料中間製品である。(17)
ヒドロキシ化合物、炭 素に結合した水酸基を含む有機化合物、別名オキシ化合物。(18)
アゾ基、-N ＝N- を発色団としてもつ染料の総称、合成染料剤で大きな部分を占める。(19)
ジアゾユウム塩に芳香族 アミソ類、フェノール類を結合させてアゾ化合物Ar-N ＝N-Ar' をつくる反応。
カップリングに使うアミノ類或いはフェノール類を、ジアゾ成分に対してカップリング成分とい う。(20)
染料がスルホン基-SO2(OH) をもたず、繊維自体に染着力がない場合、あらかじめ繊維を弱塩基、弱酸の塩
の溶液中で充分浸した上で、加熱加水分解処理の後に、適当な染料溶液中に入れて堅牢性を もたせる染法(21)CnH22CIN3
、黄色染料。(22)CH(CsH
ム(23)C,eH,oNA
、天然アイの成分の一つ。青色建染染料。 ニ(24)C8H5NO2
赤色建染染料。(25)C8H4O2S
、イソジゴイド建染染料剤の中間製品。(26)
ガイギー本社のあるライン右岸でスイス国境に隣接しているバーデン州( ドイツ領) のガイギー社工場、1898
年より操業開始。(27)1859
年から絹染料剤を合成していたビソドシュドラ・ブ ッシュ社は1884 年に『バーゼル化学工業 』(その
ドイツ語頭文字でCIBA) に改組された。1996 年成立のノヴァルチス社の基幹企業 の最大手。(1999
年1 月n 日受 理)
